
関川水系土地改良区合併10周年記念講演

演題 「上越の産業を育てた発電と用水」

講師 郷土史家 西 山 耕 一 様

講師紹介

【氏名】
西山耕一(にしやまこういち)

【現職】
郷土史家
2015年4月～現在、日報カルチャースクール近代史担当
2015年7月～現在、上越市選挙管理委員に就任

【略歴】
・1974年3月 立正大学文学部地理学科卒業
・1974年4月 新潟県公立学校講師に採用
・1978年4月 新潟県立小千谷高等学校教諭採用
・1996年4月 新潟県教育委員会指導主事に採用
・1999年4月 新潟県立新井高等学校教頭に採用
・2002年4月 新潟県立教育センター教科教育課長に採用
・2004年4月 新潟県立直江津高等学校校長に採用
・2006年4月 新潟市教育委員会教育次長に採用
・2008年4月 新潟県立糸魚川高等学校校長に採用
・2011年3月 新潟県立糸魚川高等学校校長を最後に定年退職

【主な研究テーマ】
・郷土の歴史（近代期の産業分野、特に発電所や工業・酒造業の立地に興味をもっている）
・上越の人々が歩んできた歴史とその遺産を多くの方に紹介し、地域の発展に役立てばと
考え行動している。
例…『電気が創った上越の近代化物語』を東北電力の協力のもと近々発行予定。それに

伴い「関川水系の発電所を学ぶ会」を立上げ、見学会など開催する予定。

【研究成果】
・上越市史編纂委員
・妙高村史編集委員
・『新潟県謎解き散歩』新人物往来社(2011年)分担執筆
・『地方工業の研究』(有)山越企工(1990年)赤羽孝之、西山耕一共著 など
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上越の文化と産業を育てた発電と用水 

― 中央電気の歩みを中心に ― 

西山 耕一 

１ 中央電気 37 年の歩み 

 ① 創立（Ｍ39.8） 

 ② 上越電気時代（Ｍ39.8～Ｍ45.2）⇦ 上越地域を対象にすることから 

  ・蔵々発電所｟現存する県内最古の発電所｠ 

 ③ 越後電気時代（Ｍ45.2～Ｔ11.11）⇐ 糸魚川電気を創立・合併を機に 

  ・関川発電所｟第１次の企業進出を支えた発電所｠ 

  ・大谷(第 1)発電所｟東京送電のきっかけとなった発電所｠ 

 ④ 中央電気時代（Ｔ11.12～S17.3）⇦ 松本電灯との合併を機に 

  ・田口発電所｟化学工業部の電力用発電所｠ 

  ・関山発電所｟国産初の自動発電所｠ 

  ・鳥坂発電所｟関川水系最大の発電所、全電力が東京送電、外観美｠ 

  ・池尻川(揚水式)発電所｟日本初の揚水式発電所｠ 

  ・大谷第 2発電所｟池尻川発電所の機能を高めた発電所｠ 

  ・板倉発電所｟発電と農業が共存共栄する発電所｠  

 ⑤ 解散（S17.5）⇦ S17.4 の日発・東北配電への出資を機に 

２ 発電と用水との主なかかわり 

 ① 高田平野の灌漑用水に関川（池尻川）の水が必要になったのは？ 

  ・中江・上江用水が必要になる以前は、主に東頚城丘陵から流出する河川や用水池などの自然水に依存 

  ・したがって、農業は山中から平野周辺部の扇状地で盛んにおこなわれていた 

  ・戦国乱戦が去り江戸時代を迎える頃、①藩による積極的な水田開発、②農村社会の変化 

  ・用水開削後、中江用水には野尻湖の水利権(池尻川常水の独占権、旱魃貰水)が確立された。 

 ② 関川水系に発電所が初めて建設されたときの「行政訴訟」 

  ・当局による発電所建設の許可は M38 信濃電気、M39 上越電気が ⇦ 中江用水組合など反対 

  ・M39.1 中江用水が行政訴訟(水利権者の了解なし)を提出、M41.3 の判決は敗訴だが、水利権は確認 

 ③ 野尻湖水の発電水利権の獲得と地元の反対 

  ・大正 15年、野尻湖 1次貯水工事をいかすため①予備水深の使用②発電所の建設 ⇦ 地元反対(観光に影響) 

  ・中電は野尻湖水の増水対策（Ｔ14 伝九郎用水路の改修、Ｔ14古海川引水工事など） 

  ・昭和 3 年末、発電水利権の獲得 ⇒ 単なる発電所の建設 ⇒ 揚水式発電所に変更 

④ 板倉発電所の建設申請と中江用水組合の反対 

  ・昭和 2 年、板倉発電所の建設申請を県に提出 ⇦ 中江用水が水利権の侵害（用水の確保が困難）と反対 

  ・中電は原水の増加対策（笹ヶ峰貯水池の建設、沼貯水池の実現など） 

  ・昭和 14年 7月に板倉発電所が完成 

※ ②～③のかかわりの中から、発電と農業の共存共栄が生まれた。 

３ 発電と用水が育てた産業 

  ・電気を通して、電力消費型工業（電気化学、精錬、冶金等）の工場設立・誘致や動力化を推進 

  ・S3 年～農事電化（小型モーターの普及は全国一）と、これに伴い農業機械工業の発展 

  ・灌漑用水の確保による安定した水田農業の展開、余剰時間の発生が雇用や出稼ぎ労働者を創出 

※ 発電と用水は、上越の近代産業の基盤づくりや文化の発展などに貢献した。  

【関川水系の発電所の特色】 

①現存する県内最古の発電所。 

上越の近代化の原点(蔵々発電所) 

②日本初の揚水式発電所設立。 

（池尻川発電所） 

③全ての発電所が水路とサイフォ

ンでつながり、水一滴も無駄にし

ないシステム（もう一本の関川）。 

④流域面積が狭く、流水量が少ない

が発電効率が非常に高い(強さ)。 

⑤発電と農業が共存共栄（「水資源

開発のモデル」といわれた） 

⑥「全国一の農事電化」に貢献した。 

⑦多くの工場の設立や誘致にかか

わり「上越の近代化」の基盤を創

った。 
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上越の産業を育てた

発電と用水

ー 中央電気㈱の歩みを中心に －

西山耕一

国友末蔵氏の胸像と水車 （旧高田図書館跡）

1

ペルトン水車（左）
とケーシング（右）

フラン
シス
水車

国友末蔵が建設した発電所
発電所名 使用河川 落差(ｍ) 最大出力kw 落成年月 備 考

1 蔵々 関川 32.5 1,700 M 40.  5 →1,000（Ⅿ43）→1,500
（T13）
→1,700㎾（T15）

2 早川 早川 200 T   1.  2 S10現在の位置に

3 佐梨 佐梨川 250 75 T   3.11 廃止

4 関川 関川 53.3 2,200 T   6. 2

5 大谷第一 関川 106 6,500 T   9. 6

6 第三薄川 薄川 51.3 150 T   9.  7

7 北山 早川 69.3 1,360 T   12.7

8 田口 関川 39.5 2,020 T 13.10

9 関山 関川 11 1,080 T 15. 3

10 鳥坂 関川 201.9 24,600 T 15.11

11 第四薄川 薄川 260 790 S 3.  6

12 池尻川 関川 74.2 2,340 S 9.  2

13 早川 早川 71.5 2,510 S 10. 5

14 大谷第二 （池地川・関川） 227 14,600 S 12.  2

15 湯之谷 佐梨川 25 636 S 13.12

16 板倉 （関川） 61.5 9,810 S 14.  7

17 登川 登川 140.8 3,490 S 17.  2

18 永松 五十沢川 347 3,250 S 21. 6

出典：『 新潟県の地理散歩上越編』 より作成
出典：『国友末蔵』より作成

関川水系の発電所分布

2

上
越
電
気

越
後
電
気

中
央
電
気
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蔵々発電所

（1：25,000「赤倉」平成12年発行）

関川の驚愕地形「Ω（オメガ）蛇行」、円周の長さは約

1,200mあり、一周すると約32mの落差がうまれる。

明治40年5月完成 最大出力500㌗（計画では1,000㌗） 落差32.5ｍ、電気は高田・直江津・新井や金谷・新道・春日・有田村へ供
給した。明治41年には稲田・津有村を加え、1万灯を超えた。
その後、明治43年には1,000、大正13年には1,500、大正15年には1,700㌗へと増設した。完成後60Hzであったが、平成8年には
50Hzへ変更、平成9老朽化のために建屋を改築した。

3

（上越電気設立）

田口発電所

蔵々発電所

関川発電所

（1：25,000「赤倉」平成12年発行）

大正6年2月完成 落差53.3m、最大出力当初1,200㌗、同6.5増設工事で2,000㌗とし、大正5年田口の東京電化工業や大正6年に新
設された日本亜鉛などに供給した。更に急増する電力需要に対応するため大正7年8月に大谷発電所の建設に着工した。田口の化
学工場の近くに建設したのは、①発電所の空白地帯、②近距離送電が可能、③信越線により資材、製品の輸送に便利等であった。

貯水池

4

（越後電気設立）

←取水口取水口は清水沢発電所放水口の直下
関川を挟んだ対岸には、昭和2年池尻川調整
池を建設した。

池
尻
川
発
電
所
調
整
池

関川発電所
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大谷(第1)発電所

5

（越後電気設立）

T14.11 関山発電所

大正9年6月完成、落差106m、当初5,100㌗（当時、越後電気の発電力は蔵々1,000、関川2,000、
早川200、佐梨75の合計3,275㌗）、その後の増設工事で6,000㌗となる。余剰電力の発生は大正
11年11月、松本電灯との合併となった。さらに、大正13年12月より大同電力へ6,000㌗の送電を
開始した。

（1：25,000「赤倉」平成12年発行）

松本電灯（㈱）
社 長 今井五介
技師長 富田貫一

大谷第2発電所

大谷第1発電所

田口発電所

6

（中央電気設立）
大正13年10月完成、落差39.5m、上流の関川発電所の放水を受け発電する。更に田口発電所の放水は、既存の蔵々
発電所（M40.5）や先に完成させた大谷発電所（T9.6）へ、そして後に建設される関山・鳥坂発電所・板倉発電所
へと連続するのである。当初の発電力は1,700㌗、のちには2,020㌗となる。
この発電所は、田口の東京電化工業と日本亜鉛の電力増加を予測して建設された。この両社は T12.11から東京送
電が予定されると、中央電気が買収（T12.7）して東京送電の電力調整用の化学工業部とした。

（1：25,000「赤倉」平成12年発行）

田口発電所
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（中央電気設立）

関山発電所

7

大正15年3月完成、大谷第1・2発電所と鳥坂発電所間の落差11㍍
あまりをいかした関川本流では最も小さい、出力1,040㌗の発電所
である。内部の水車は電業社製もので、安曇電気社と共に自動発
電所用機として納められた。発電所は発電機を含め国産初の自動
発電所として、脚光を浴びた。

関山発電所

（1：25,000「赤倉」平成12年発行

鳥坂発電所

（1：25,000「猿橋」平成14年発行）

大正15年11月完成、落差201.9m、最大出力24,600㌗、完成と同時に、東京送電に21,000㌗を送電を
開始した。これに大谷発電所分6,000㌗と合わせ、合計27,000㌗を送電した。（電力単価：1KW8銭）50
及び60㌟の発電機を備えた。

8

（中央電気設立）

御林調整池

関山
貯水池

板倉発電所
調整池

鳥坂発電所
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池尻川揚水式発電所

昭和９年２月完成、落差74.2m、最大出力2,340㌗、発電所の放流水は、笹ヶ峰貯水池の水を加
え大谷第2発電所へ導水管で送水している。
奥の白い発電所建屋は、昭和13年11月に建設された発電専用のものである。

（1：25,000「信濃柏原」平成18年発行）

建設のヒント：S4エジソン電灯発明50周年記念で渡米し、帰路英独仏を視察、ドイツのルール川沿いのhagenで揚水式発電所を視察した。
この発電所は安価な石炭を使い発電、夜間と昼休みに揚水し、工場の稼働時間に放水し発電するものである。

9

池尻川調整池

（中央電気設立）

杉野沢発電所

池尻川発電所

大谷第２発電所

（1：25,000「赤倉」平成12年発行）

大谷第２発電所は、笹ヶ峰貯水池と池尻川揚水
式発電所の放流水を集め、地下水管で桶海集落ま
で導水し、最大落差を確保し発電している。
関川に流下させないのは、灌漑期の放流水は農

業に使用することが大前提である。また、下流発
電所（関川・田口・蔵々・大谷発電所は関川本流
の平水量205個で設計）の発電能力を超える水量を
流下させても、下流発電所では、平水量以上の発
電ができないからである。更に、流下水を有効に
活用する為と、並行して開発が進められていた
「沼の貯水池・樽本発電所計画」の流下水を活用
することが考えられた。

昭和12年1月完成、落差227m、最大出力14,600㌗、発生電力は地域の化学・鉄鋼・非鉄金属会社へ供給した。

10

（中央電気設立）

大谷第2発電所
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板倉発電所と板倉第２発電所

（1：25,000「新井」平成15年発行）

昭和14年7月完成、落差61.5m、 最大9,810㌗、電力の大半はダイセル化学工業
へ供給した。また、第2発電所はS15.10完成、落差25m、最大540㌗、夏季灌漑時
に上江用水分の用水を中途より分岐し季節発電を行い、再び上江用水に流出する。
昭和2年1月、関川電力の解散と同時に建設を申請した。しかし、用水組合から反
対が起こり、原水増加対策に長い年月がかかった。

11

（中央電気設立）

中江用水

上江用水

板倉発電所

農村の電化と農機具メーカーの発展

創業20周年記念（本来は昭和02年→03年実施）

・ 農村に電力線の無償延長と小型電動機の

斡旋を行った。

・ 脱穀機、籾摺り機などの利用で¼馬力電動機

普及率は「全国一」となった。

・ 普及率50％以上の村落

明治村、下黒川村、旭村、

諏訪村、津有村、大瀁村、新道村

年次 台数

昭和２年 209

〃 ５年 2,464

〃１０年 3,444

〃１５年 5,587

12

その結果
1.作業能率の向上
2.労働力の他への転用

・津有村の出寄留率

3.農機具メーカーの発展

「一方、電力会社では電力の消費量をふやす一策として、モー
ターの購入を進めてまわった。一部落である数量のモーターを入
れればそのために必要な電力数の配線は無料にするというのであ
る。お蔭で、不況の時期であったにもかかわらず、小型籾摺機と脱
穀機はかなりのテンポで売れていった。（中略）憲吾が考えたのは、
この土臼型籾摺機の小型化である。大型では、扱いに不便、価格
も高価になる。そこで4分の1馬力のモーターでも動かせるように、

すべての部分の小型化をはかり、ついにこれに成功した。続いて、
当時における籾摺機の革命といえる「ロール式」の小型籾摺機の
開発にも着手、見事に成功する。昭和4年のことであった。」（大島
憲吾「お天道さまが西からあがる」より）

年 出寄留率

大正1年 14.5%

〃 2年 16.4%

昭和3年 31.5%

〃 4年 32.6%

〃 5年 34.4%

〃 6年 35.7%

〃 7年 48.8%

寄留とは、寄留法で、本籍地以外の
一定の場所に90日以上住所または
居所を持つこと。

（「津有村事務報告書」より作成）

- 8 -



電力を増加・安定させる工夫

13

①笹ヶ峰貯水池は、中央電気と信濃電気が共同で、雪解け水
を貯え、渇水期に安定した発電ができるように、昭和4年建設
したものである。

貯水池の有効貯水量は168万㎥、堰堤の高さは22.7mで
あった。

更に、この貯水池の上流に第二笹ヶ峰貯水池を新たに建設
する計画があったが、日本発送電の管轄に置かれ、昭和22年
地質上の問題から建設を断念している。

この貯水池の建設の結果、常時発電出力の増加は、

【信濃電気㈱】

西野発電所（昭和4年完成） 500㌗

高沢第二発電所（昭和元年完成） 1,770 ㌗

杉野沢発電所（昭和8年完成） 880 ㌗

【中央電気㈱】

関山・鳥坂発電所（大正15年完成） 1,000 ㌗

【合計】 4,150 ㌗

（参考：野尻湖の使用できる水量は、4.170万㎥）

②沼貯水池計画（堰堤高47m、貯水量260万㎥）

大正13年12月、東京送電が始まり、すでに行った野尻湖第１
期工事（湖面2尺低下）も行われたが、さらに水不足が予測され
た。

この対策として笹ヶ峰貯水池と沼貯水池が計画された。沼の
貯水池計画は、大正14年10月に土地の買収も終わったが、発
電所建設に対する地元の反対などがあり、計画は未完成工事
として引き継がれた。

その後の東北電力時代には、樽本発電所（出力87万2千 ㌗ ）
の大発電所計画があったようである。

14
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電灯数×10 大口電力 動力

上越電気 越後電気

蔵
々

関
川

大
谷

田
口

鳥
坂

池
尻
川

中央電気

東京送電（鳥坂分）

東京送電（大谷分）

第一次世界大戦03～07)

大戦景気

田 口…Ｔ5 東京電化、Ｔ6 日本亜鉛
二本木…Ｔ6 日本電気亜鉛

(Ｔ7 日本電炉工業と改称し、
Ｔ9 隣接して 日本曹達設立）

関 山…Ｔ6 行田合名（？）

田口…Ｍ42電気化
学工業所 電力指向型

工場進出

関
東
大
震
災

金
融
恐
慌

世
界
恐
慌

松
本
送
電

上越線の開通

化学工業部の設立
（東京電化と日本亜鉛を買収）

電力冬の時代

旭
製
線

日
曹
製
鋼

日
本
ス
テ
ン
レ
ス

中
央
電
気
工
業

理
研
ピ
ス
ト
ン

大
日
本
セ
ル
ロ
イ
ド

大
谷
第
二

上越・越後・中央電気営業成績（Ｍ40～Ｓ11）
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中央電気㈱は国内有数の電力会社へ

事業者名 発電力（千
㎾）

従業員数
（人）

電灯数（千灯）

中央電気 52 955 265

新潟電力 38 894 587

北越水力 10 392 165

青森県営 15 685 334

盛岡電灯 16 499 185

宮城県営 17 539 305

山形電気 31 295 138

福島電灯 17 650 306

会津電力 10 210 98

常磐炭鉱 13 127 ー

東北の有力電気事業者（昭和１１年現在、発電力１万㎾以上、中央電気は長野県分も含む）

出典：『東北の電気物語』 15

米国GE社製の
発電機使用

ドイツAEG社製
の発電機使用

発電を増加・安定させる１年２サイクル運転
【電力会社】
・ 豊水期に、平時を上回る余剰電力を利用し

て、ポンプで揚水し野尻湖に貯水する。
・ 灌漑期には、野尻湖からの放水により池尻

川揚水式発電所を含む下流の8発電所で発
電ができる。

・ 半年で揚水と発電という１サイクル、残りの
半年で同じく１サイクルを行う、１年２サイク
ル又は２周期(春に揚水、夏に発電、秋に揚
水、冬に発電）運転という、世界で唯一の発
電方式である。

・ この結果、１年間を通して安定・効率的な発
電ができるようになった。

・ これは、中央電気㈱を国内有数の電力会
社に育てた理由の一つでもある。

【用水組合】
・ 稲作に必要な用水は、４月中旬～８月中旬

まで確保できる。
・ 特に、６月頃からの夏期渇水期に十分な用

水が確保でき、それまでの用水組合間の係
争がなくなることになった。 16
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農業との共存（野尻湖水の利用）
【電気会社が中心になった取組み】
T    8.  1… 組合との更正契約は現敷土台上3尺5寸を最高水位とし、敷戸台以下1尺8寸を最用水低と

定め、貯水水深を5尺3寸とした。
これに基づき、最大落水量140立法尺（3.9㎥）/秒の落水計画が立てられた。この計画にもとずい

て、貯水利用水深は7尺5寸とし、現敷土台上3尺5寸を最高水位とし、敷土台以下4尺を掘下げて
新設水門敷土台とする。池尻川の改修は、水深2尺2寸（66㎝）とする。

この計画により準備を進めていたところ、

T    8.  8 …県知事の視察時に松浦土木課長の勧告により、更に水門敷土台や国道橋下を2尺低下。

この予備水深の工事を勧告された。（計4尺を意味している。）

① 「第１次貯水工事」（大正9年11月～10年）
T   8.8の計画実施…敷土台以下4尺掘下げ新水門敷土台とし、その敷土台上に2尺の落込板設置
（予備水深）した。併せて河床低下工事などを実施した。

T  15. 1…第１次貯水工事をいかすため①予備水深の利用②発電所の建設を申請→地元集落の
反対→集水対策の実施

S 3… 野尻湖の発電水利権の確立

S   4…古海川から野尻湖へ流入工事（古海川引水工事）、信濃電気と共同し笹ヶ峰貯水池建設

② 「第２次貯水工事」（昭和7年）
湖面2尺低下工事…1/1～3/31の間、2尺の落込板撤去し、5月31日には7尺5寸（ +2.27m）を維持

しかし、昭和6末～7年初は、まれにみる少雪であった。

S    9… 池尻川揚水式発電所完成

③ 「第３次貯水工事」（昭和10年）
湖面10尺低下工事など、使用水量が2倍となる。

S   17…鳥居川から伝九郎用水への取水工事により、水門敷土台以下13尺5寸が使用でき、
合計21尺（6.36m）の使用ができるようになった。

これにより、夏季渇水期にも湖水の放流水が得られ、農業用水上にも画期的な効果を
表し、「一本の関川を二本に利用するものだ」と称えられた。

高田平野では、全用水合計で４１０立方尺毎秒（ １立方尺

＝１辺１尺の立方体の体積）が必要であった。しかし、盛夏
時には２５０立方尺毎秒位しか得られず用水組合間の水
喧嘩がたびたび起こった。

17

設立・誘致された工場

・ 関川水系の発電所は、信越線に沿って建設され、この時代
としては、他の地域に見られない特異な電源地帯とされていた。

【信越線の利用】
・ 建設資材の運搬用→発電所の建設
・ 青海の石灰石など原材料・製品の輸送→（電力消費型工業の立地）
・ 人や情報などの移動

【設立・誘致された工場】S37上越地方従業員400人以上11大工場のうち8工場

《鉄鋼・非鉄金属工業》
①中央電気工業㈱…マンガン合金
②第一電工㈱田口工場…エナメル線
③日曹製鋼㈱直江津工場…特殊鋼
④日本ステンレス㈱…ステンレス鋼
⑤理研ピストリング㈱柿崎工場…ドリル、特殊鋼
《化学工業》
⑥日本曹達㈱二本木工場…曹達塩素化合物
⑦ダイセル化学㈱新井工場…酢酸化合物
⑧信越化学㈱直江津工場（信濃電気）…石灰窒素肥料

上越地方の化学工業の地位
S40の上越地方の化学工業の
出荷額は427億円で、県出荷額
の52.2％であった。

⑥

①

⑧

⑦

③
ｓ
③

④

⑤

18

大日本セルロイド社の場合
昭和9年工場建設地（大牟田、新井、岩瀬、東北）の調査
（電力料金） 大牟田…常時１銭２厘 特殊6厘

新 井…常時１銭 特殊7厘5毛 不定時4厘
更に、現在大谷第二発電所や板倉発電所の工事が進められていた。
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電気が創った上越の近代化 

1 電気事業開始以前（M 元～M40.5） 

(1)士族を中心とした近代化 

金禄公債を元手に第 139 国立銀行の設立、士族の授産事業、高田製糸会社など 

(2)地主や商人を中心とした近代化 

頸城鉄道（大竹謙治）、上越電気（金子伊太郎）、高達回漕店（高橋達太） 

   岩の原葡萄園（川上善兵衛）など 

2 上越電気㈱（M39.8～M45.2）時代 

 M40. 5 上越電気開業 

 M40. 5 完成 

 

 

 

 

                    

                   M43 年 

 

                    

 

 

                   M45.2 

3 越後電気㈱（M45.2～T11.11）時代    

                   T 1. 2 完成 

 

                   糸魚川町、下早川・大和川・能生村に電灯供給 

                                      T 3.11 完成 

 

                   小出町、堀之内村に電燈供給 

 T 6. 2 完成             

 
                         T 6.3 

 

 

 

 

 

 

               

 T 9. 6 完成         

              T9～10 野尻湖第 1次貯水工事 

               

(2 期工事で 2,000 ㌗増) 

                特殊電力の発生 

                と常時電力の増加 

 

    T11.11 松本電灯との合併 
4 中央電気㈱（T11.12～S17.3）時代 

            

         松本送電→後の大同送電 

 

                              T12.7 化学工業部の新設 

      T13.6 別会社の設立←大同送電対応                   

T13.10 完成（化学工業部の電力用）  

 

 

                  

 

 

 

   【備       考】 

《実験時代》（M15 年以前） 

 M12(1879)エジソン白熱電球発明   

《創業時代》（M15～M28 年） 

 M15 東京電灯創立     M27 

             M28 

《成長時代》（M29～M39 年） 

 ・火力発電が中心     

             M37 

             M38 

《飛躍時代》（M40～T11 年） 

  

★M42 年電気化学工業所の設立（田口） 

 

・長距離送電が可能 

 

  水力発電の開発が進展 

 

 

 

 

 

 

                 T 3 

 

 

★T 5 東京電化工業(田口) 

★T 6 日本亜鉛(田口)T6 工場の全国電化率 50％ 

      (社長：今井五介) 

★T 6 日本電気亜鉛(二本木) 

T 7 日本電炉工業設立  T 7.11     

       (塩素酸ソーダ)     

 

 

 

 

★T 9.2(新生)日本曹達（中野友禮）の創立 

 ・大同電力の設立 

 T 9.11 大阪送電が木曽電気工業と日本水 

力の 2社を吸収合併し、翌 T10.2 大阪送 

電が社名を改め大同電力とした。 

 

 ・「5大電力」の成立 

 

 

 

 

 

 

《競争時代》（T12～S 7 年） 

T12.9 関東大震災 

 

 

 

 

 

 

蔵々発電所（500 ㌗） 

【文明のあかり灯る】 
M40…高田・直江津・新井 
  その後、金谷、新道、春日、有田 
M41…稲田、津有へ 
M43…名香山村 

 
電

力

不

足 

【供給区域の拡大】 
飯山出張所の開設 

関川発電所（1,100 ㌗） 

不

足 

余

剰 

不

足

・

余

剰

大谷発電所（4,000 ㌗） 

糸魚川電気の創立と合併 

早川発電所（200 ㌗） 

佐梨発電所（75 ㌗） 
第

一

次

大

戦 

松本支社 

余

剰 

関川電力㈱(S2.1 解散) 

【周辺の電気事業者の開業】 
T 4.12 松 代 電気合資開業 
T 8.11 松之山水力電気開業 
T 10. 2 保 倉 川 電気開業 
T10.11 頸 城 電 気  開業 
T11. 9 米 山 水 電  開業 

M43 年、500 ㌗増設   

野尻湖水の利用契約（組合と） 

下期の電力需要は 2,600 ㌗（＋1,000 ㌗） 

東京電化（1,200 ㌗）、日本亜鉛（800） 

日本電気亜鉛（600）＋行田合名（1,000）  

 

T6.11、1,000 ㌗増設 

田口発電所(1,700 ㌗）

東

京

送

電 

2 尺低下＋2 尺低下予備工事 
松本電灯㈱（M33.2 開業） 

社長は今井五介、片倉製糸松本工場

長でもあり、片倉製糸は大正 3 年頃

から機械の動力を電力に切り替え始

めたが、松本電灯の電源開発にも限

界があった。また、今井は日本亜鉛

の社長でもあったことから、上越に

も足を運び豊富な電力に出会った。 

特殊電力（7 月 15 日～8 月 20 日）

対策として東京電化工業と日本亜

鉛の買収し、化学工業部とした。 

鳥坂発電所建設のための会社 

重工業発達 

軽工業発達 

重化学工業発達 

日清清

日露 

「5大電力」の電力戦その 1【東京電灯対大同電力】 

T12.6 東電は大同から塩尻渡しで、27,000 ㌗を購入契約 

T13.6 紳士協定 

 ① 両者の事業地域の確定（大井川～塩尻～黒部川）。 

① 両社は相手の地域に送電線網を作らない。 

日本各地では飛躍時代以降、中小の電力会社の設立が相

次いだ。しかし、関東大震災を機に電力会社の統合が進

み、五大電力会社と呼ばれた東京電燈(Ⅿ15)、東邦電力

(T11.5),大同電力(T10.2)、宇治川電気(M39.10),日本電力

(T8.12)の 5 社に収斂した。の 5 社にほぼ収斂

T8.1 契約（用水組合）…7～8 月の間 140 立法尺（3.9

㎥）/秒の落水計画が立てられた。この計画にもとづいて、

貯水利用水深は 7 尺 5 寸とし、現現敷土台上 3 尺 5 寸を最高

水位とし、以下 4 尺を掘下げて新設水門敷戸台とする。 

 

 

 

電力不足原因 

①新「蔵々発電所」建設失敗（M45） 

②13 師団渡満部隊の帰還（T4.6） 

③工場からの電力要請 

その対策として、信濃電気から買電 

一次大戦後の不況対策と松本送電も始ま

る。その直後に大同（東京）送電の契約締結 

が、鳥坂発電所建設を促進する。 

★印は上越・越後・中央

電気が設立、誘致等に関

わった会社や工場 

具体化 

Ｔ13.12 大谷発電所分の東京送電開始(4,000 ㎾→のち 6,000 ㎾) 
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図１



 T15. 3 完成           T15.1（Ｔ9～10 の野尻湖第 1次貯水工事を活かすために） 

 

                                 地元の反対 

                              （観光シーズンに水の確保困難） 

 

                 S 2.1 

 T15.11 完成                                                   用水組合の反対 

                              水利権の侵害（用水の確保困難） 

                S 2 池尻川調整池の完成（1 次貯水工事に伴い湖水を利用するため） 

S 2 本社・支社々屋の建設 

                 S 3                      ・農村の電化 

                                S 3 野尻湖の発電水利権確立と古海川引水工事の理解得られる 

                             S 4 貯水工事 

                          S 4 古海川引水工事 

 

               S 4 貯水工事      S 4 国友末蔵 欧米視察  

                          

                          S 6 農村の不況対策 

 

            古海川引水による野尻湖貯水工事をしたが  S 7 野尻湖第 2次貯水工事 

               しかし、S 7 初は稀に見る少雪              

 

 

       湖面 2尺低下と赤川地内での単なる発電所建設計画であったが、 

 S 9.2 完成           揚水式発電所建設に変更         常時電力の増加 

 

                          S10 野尻湖第 3次貯水工事 

 

 

  

S12.1 完成 

                              常時電力の増加 

 

 

 

 

 

 

 

 S14.7 完成 

  

                     上江・ 

                     中江用水へ 

（用水との共存） 

 

 

 

 

 

 

 

 S17.4 出資 

                   S17 野尻湖の貯水工事（日本発送電）  

 

 

 

                             （松本支社管内） 

  

 

 

 

 

 

 

★T15.9 信濃窒素肥料の設立（信濃電気） 

 

S 2 金融恐慌 

  （参考）農事電化 

1/4 馬力小型モーターの普及は全国一 

普及率 50％以上 

の村落は、下黒川・旭・明治・ 

諏訪・津有・大瀁・新道村 

 

 S 4 世界恐慌始まる 

 S 4 全国総発電出力の 50%が 5 大電力に集中 

★S 6 関野米菓の電化、★S 7 直江津製菓の電化 

★S 7 日本曹達直江津工場の設立 

★S 7.4 旭製線の進出 

《独占時代》（S 8～S12 年） 

 5 大電力が、営業地域の協定を実施 

★S 8 上高地帝国ホテル開業←送電 

★S 9.2 中央電気工業の設立 

★S 9.3 日本ステンレスの設立 

★S 9.3 旭製線を中央電気が買収 

★S10.9 大日本セルロイド新井工場の進出 

★S10.10 理研ピストリング柿崎の進出 

 

 

★S12.12 赤倉観光ホテル開業←送電 

《電力の国家管理時代》（S13～S20 年） 

 S13.4 電力管理法の施行 

 S14.4 第 1 次出資 

 

 

 

 

（参考）常時電力と不定時・特殊電力の関係 

 

                  12 月 

 

 

        9                      3 

 

 

 

          6 

 

 

 

S17.4 第 2 次出資…中電は左図のとおり出資 

（参考）【高田の主な工場の企業整理】                                     

関山発電所(800 ㌗) 

鳥坂発電所(22,600 ㌗) 

東

送

東

京

送

電 
 
 
 
 
 
余

剰 
電

力 

池尻川(揚水式)発電所(2,340 ㌗) 

大谷第 2 発電所(7,530 ㌗) 
 

板倉発電所(9,807 ㌗) 

余

剰 

地

域

内

消

化 

地

域

内

消

化 

中央電気の解散 

日本発送電 東北配電 中部配電 

野尻湖の利用 

放水 

①古海川引水工事による野尻湖の予備 

水深(2 尺)を活かした②発電所建設の申請 

湖面 2 尺低下工事 
1/1～3/31 の間 2 尺の落込板撤去 
5/31 に 7 尺 5 寸（＋2.27m）確保 

湖面 10 尺（3m）低下工事 
湖水を揚水機で汲み上げ落水し、 
水量が 2 倍使用できるようになる 

【周辺電気事業者の中央電気への統合】 

昭和 13 年の電力国家統制により合併 

S13.11 松 代 電 気 譲渡 

S13.11 松之山水力電気譲渡 

S13. 9 魚 沼 水力電気譲渡 

S 4.10  頸 城 電 気  譲渡 

S13.11 米 山 水 電  譲渡 

 

鳥居川からの引水工事により合計 21 尺（6.36m）使用可 

創立 20 周年記念事業 

出資会社 33 社 
送電線、火力発電所、変電所など出資 
中電は、塩尻送電線の一部と出川分線 

「5大電力」の電力戦その 2【東京電灯対大同電力】 

③ 両社は相手の地域で競争をする行為はしない。 

 ① 互いの電力不足は、互いのみ供給先とする。 

T14.4 東電は大同から 50,000 ㌗購入、以後増加 

T14.5 大同が横浜などに供給権確立、送電網等建設 
 

 

 

常時電力の増加 

不定時電力の処理 特殊電力の処理 

関川電力の解散と同時に          

板倉発電所の申請 

常時電力 

小口工場(南本町 2)➡撤退し篠宮農機へ売却 
高田染織㈱(栄町)➡有沢細幅工場へ売却 
富山模範工場(大手町)➡撤退し河端工場の進出 
上越機業㈱(仲町 3)➡信越被服工業㈱の進出 
日本製綿㈱(北本町 2)➡休業 

冬期間の発

電量の減少

は 1/2～1/3

となるが、更

に減少させ

たい 

発

電

力

の

増

加

と 

平

準

化 

T14 沼に大貯水池と発電所計画 

発電所の建設に地元が同意 

夏季の干ばつ

の影響 

野尻湖水

の落水に

より発生 

融雪水により発生 

東京送電(鳥坂分)Ｔ15.11…11,500 ㎾、 S2.11…11,500 ㎾ 

笹ヶ峰貯水池 

信濃電気と共同

 

年次 台数

昭和２年 209

〃 ５年 2,464

〃１０年 3,444

〃１５年 5,587
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関川水系の発電所分布図 

 

発電所の設立

年代区分 

  上越電気時代 

（M 39.8～M 45.2） 

  越後電気時代 

(M45.2～Ｔ11.11) 

  中央電気時代 

(T11.11～Ｓ17.3) 

日本曹達㈱が 

設立した発電所 

信濃電気が設立した発電所 

2,454m 

上

上

越 
・ 
越

後 
・ 
中

央

電

気 
が

設

立

し

た

発

電

所 
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sekigawa-pc-050
図２
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sekigawa-pc-050
図３
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sekigawa-pc-050
図４

sekigawa-pc-050
四角形



【農村の変化】（イメージ図） 
       南北朝時代戦国期～江戸時代初期                             江戸時代初期以降 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
           （家族構成は複合家族形態）                          （家族構成は単婚小家族形態） 
                                         無高（石高のない土地）や零細高持（本百姓）などの自作農の増加 
 

農家数の増加 
 

新田開発 

 

領 主 

 

領 主 

名主・庄屋・肝 煎
きもいり

など 

（本百姓・名請人の一人） 

本百姓・名請人など地主 

小

作

農 

小

作

農 

零

細

自

作

農 

小

作

農 

下人・奉公人など 

年貢 
下

級

武

士 

隷

属

人 

地代 

(

地
侍) 

（村） 

（2・3男） （地侍時の家来） 

零

細

自

作

農 

零

細

自

作

農 

零

細

自

作

農 

名主・庄屋・肝 煎
きもいり

など 

（本百姓・名請人の一人） 

開墾・土地購入 

分家として分与 

（村） 

変化の要因 
①藩による積極的な 

新田開発 
②農村社会の変化など 
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図５
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